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平成25年度予算
○○百万円

平成27年度要求額
億円

国立公園満喫プロジェクト
～世界水準の「ナショナルパーク」を実現するために～

国立公園の保護と利用の好循環により、優れた自然を守り地域活性化を図る

 インバウンド対策を通じて、国立公園の魅力を再発見・再構築

 外国人のみならず日本人も国立公園の魅力を満喫できるようにする

 地域に経済効果をもたらし、一層の自然環境の保全に再投資される

国立公園の優れた
自然環境

訪日外国人の国立公園利用者数
490万人（2015）→1000万人（2020）

・引き算の景観改善

・ビジターセンター等の再整備

・公共施設の民間開放

・体験プログラムの充実

・利用者負担による保全のしくみづ
くり

地域の産業の活性化
地域の持続的な発展

地域資源として
自然の価値向上

最大の魅力は
自然そのもの

・ｵﾌｨｼｬﾙﾊﾟｰﾄﾅｰ企業との連携

・SNSや海外メディアの活用

・旅行博・商談会の参加

・旅行会社等との情報交換会の開催

国立公園の磨き上げ 国内外へのプロモーション

国際観光旅客税の活用による取組の強化

・利用拠点の滞在環境の上質化 ・多言語解説の充実

・野生動物観光のコンテンツづくり ・新たなプロモーションの展開

H31年度からの新たな取組

国立公園を核とした
地域循環共生圏の実現

保護 利用
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国立公園満喫プロジェクトの目的／方向性／指標と目標
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国立公園満喫プロジェクトの具体的な取り組みについて
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• 阿寒観光協会まちづくり推進機構（地域DMO）が設立した、阿寒アドベンチャー
ツーリズム株式会社（DMC）とともに、今まで実現できなかったツアーの実施や
体験型コンテンツの開発など、アクティビティの充実に共に取り組んでいる。

（事例）・マリモの生息環境を体感できるカヌーツアー実施に向けた、モニタリングも含めたルールづくり

・アイヌ民族の文化・神話をモチーフにした、自然との共生を演出する体感型デジタルアートの実施 等

国立公園満喫プロジェクトとDMOの連携事例について

① 阿寒摩周国立公園と阿寒観光協会まちづくり推進機構

② 大山隠岐国立公園と山陰インバウンド機構

• 環境省と広域連携DMOによる全国初の事例として包括的連携協定
を締結。

• 満喫プロジェクトの取組を推進するとともに、広域観光周遊ルー
ト「縁の道～山陰～」のプロモーションを含めた山陰の訪日外国
人誘客に向けた取組を効果的かつ具体的に進めるため、情報発信
や人材育成に連携協力して取り組んでいくこととしている。 5



国立公園満喫プロジェクトとDMOの連携事例について

③ 国立公園の体験コンテンツの問合せ窓口の設定

DMO・DMC等への期待

• 国立公園とDMOがビジョンと戦略を共有し、国立公園だけでは実現できない
様々な取組における役割分担と連携協力の強化に期待。

・地域の観光動向・マーケティングデータ等の収集・共有
・地域が提供できる価値・コンセプト等の検討
・コンテンツの磨き上げや多言語化をはじめとした受入れ体制の構築
・旅行会社や利用者からの一元的な窓口、情報発信、プロモーション 等

• 国立公園においてどのようなことが楽しめるのか、BtoB用の「日本の国立公園
コンテンツ集（日本語版、英語版）」を作成。その中で、国立公園コンテンツ
も含めた海外エージェントからの一元的問合せ窓口にDMO等を設定。

（事例）十和田八幡平国立公園 ＝ かづの観光物産公社
伊勢志摩国立公園 ＝ 公益社団法人 伊勢志摩観光コンベンション機構
阿蘇くじゅう国立公園 阿蘇地域 ＝ 株式会社 くまもとDMC

くじゅう地域 ＝ 公益社団法人 ツーリズムおおいた
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